
 

 

講義の内容・方法および到達目標 

・この授業科目は、三重大学の夏季集中授業に本学の学生も参加し、生物資源

学部の農場や演習林での講義・実習・体験学習を通じ、自然環境や農林業に対

する理解を深めることを目的にしています。本講義には、①農場コースと、②

演習林コースの２コースがありますが、両コースの同時受講はできません。 

・詳細は、三重大学から発表があり次第掲示します。以下の内容は、それによ

って変更する場合がありますので、ご注意ください。 

 

①  農場コース 【土は生きている】 

８月中旬から下旬の予定（後日掲示します） 

講義のねらい 

● 土と食料生産の関係について地域特産物を素材にして包括的な理解を深め

るための技術的経験を積む。 

授業計画 

● 後日掲示します。 

成績評価方法 

● レポート、学習態度、出席などを総合的に評価する。 

 

 

②演習林コース 【森は生きている】 

９月中旬の予定（後日掲示します） 

講義のねらい 

● 森林で安全に行動するための基本を学び、また、演習林の役割や自然状態

が維持されている現場で山地・森林・渓流の意義を理解する。また、林業

の実際と林産加工の実践を学ぶ。 

授業計画 

● 後日掲示します。  

成績評価方法 

● レポート、学習態度、出席などを総合的に評価する。 

 

 

 

 

受講要件 

学生教育研究賠償責任保険（学研災・学研賠）に必ず加入すること 

 

 

 

 

その他 

・希望者多数の場合は選考により受講生を決定します。 

・食費として実費が必要です。  

講義科目 

担   当 

：農林体験セミナー 

：藤枝 律子 

 

単位数 

学習形態 

：２ 

：選択科目 


